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日立の非接触型指静脈認証システムが山陰合同銀行で稼働 

中国地区の地域金融機関で初めての指静脈認証ATM 

 
 
 日立製作所（執行役社長：庄山 悦彦／以下、日立）の指静脈認証技術が、このたび、株式会社 山陰

合同銀行（本社：島根県松江市、取締役頭取：若佐 博之／以下、山陰合同銀行）の生体認証による本人

確認に採用されました。本年５月１５日から指静脈認証に対応した IC キャッシュカードの受付・発行の開

始と、本カードに対応した指静脈認証 ATM が稼働を開始します。指静脈認証機能を IC キャッシュカード

へ搭載し、ATM で実際の業務に使用されるのは、中国地区の地域金融機関では初めてとなります。 

 日立は、山陰合同銀行の指静脈認証 ATM システムと IC キャッシュカードの発行までをトータルに提供

します。 

 

 山陰合同銀行は、今般、金融犯罪による被害の防止策として、指静脈認証機能付き IC キャッシュカード

を導入します。指静脈認証技術は、登録されるデータがコンパクトでありながら高い認証精度を実現して

いること、認証速度が速く、装置が小型であり使いやすいこと、ならびに国内で多数の金融機関が採用や

採用意向表明を行っていることで生体認証のデファクトスタンダードとして期待できることなどが高く評価さ

れ、今回の採用に至ったものです。 

 山陰合同銀行では、本カードに対応した指静脈認証 ATM を導入し、２００６年度中を目処に順次全店

へ拡大する予定です。ATM 利用時に、暗証番号を入力するだけでなく、利用者の指を非接触型指静脈

認証装置にかざし、あらかじめ登録された情報と実際の指静脈情報を照合して本人確認を行うことで、安

心して ATM を利用できます。 

 

 日立は、指静脈認証のアプリケーションを搭載した IC チップ内蔵キャッシュカードの発行をワンストップ

で提供する「IC キャッシュカード提供ソリューション」を提供しており、山陰合同銀行へも IC キャッシュカー

ドの発行から指静脈認証対応システムの設計・構築までをトータルにサポートします。 

 

■ 指静脈認証システムの特徴と仕組み 

 指静脈認証技術は、日立が開発した生体認証技術で、体内にある指の静脈パターンを認証するもので

す。指静脈は体内にある情報であり、成りすましや偽造が極めて困難です。指に光を透過させて、静脈画

像を撮影する透過光方式を採用しており、形状が複雑な細かい静脈まで取得が可能で、直接センサ部に

触れることなく高い認証精度を持ちます。また、装置もコンパクトで、ATM の本人認証、PC ログインや入退

室管理の他にも自動車などさまざまな分野への応用が期待されています。 
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■ 指静脈認証技術関連ホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/fingervein/ 

 

■ 本件に関するお問合せ先 

株式会社日立製作所 情報・通信グループ 金融システム事業部 企画部 【担当：木村】 

〒２１２－８５６７ 神奈川県川崎市幸区鹿島田８９０番地 

ＴＥＬ ： ０４４－５４９－１２５４ (ダイヤルイン) 

 
■ 報道関係お問い合せ先 

株式会社日立製作所 情報・通信グループ 広報部 【担当：米山】 

〒１４０－８５７２ 東京都品川区南大井六丁目２７番１８号 日立大森第二別館 

電話 ： ０３－５４７１－８９００(ダイヤルイン) 

E-Mail : koho@itg.hitachi.co.jp 

 
 
                                                            以上 
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